
 

「負けたくないことに理由はいらない」 

 昔から負けず嫌いだった。特に勉強。テストの点数で負ければ

一日中不機嫌になったし，成績が下がるとかなり落ち込んだ。 

 「なんで？」と言われたら，なんでだろうと思う。理由が思い

つかなかった。 

 『負けたくないことに理由っている？』 

 不思議なオーラをまとった主人公。誰よりも純粋に勝ちを欲し

がっている。大好きな青春スポーツマンガの中のことだった。 

 そうだよ。理由がなくたっていいんだ。 

 共感というか，この主人公は自分だと思った。 

 たぶんその時の私は，理由がないことに不安になっていた。探

しても見つからなくて，もやもやしていた。 

 でも，その言葉のおかげで心はスッキリした。 

 「負けたくない。理由はないけど。」 

 そんな自分になれた。この言葉のおかげだ。 

 
 


